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SMILESによる微量成分の全球的な分布の観測とQBO
SMILES observation on global distribution of minor constituents and the QBO
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超伝導サブミリ波リム放射サウンダ (SMILES)は、オゾンや、オゾン破壊に関連する分子種 (HCl、ClOなど)を主な
ターゲットとして、中層大気における大気微量成分の全球的 3次元観測を行う測器である。国際宇宙ステーション (ISS)
日本実験棟 (JEM)に取り付けられ、2009年 10月 12日から約半年にわたって観測を行った。測定しているサブミリ波リ
ム放射スペクトルの波長域は、バンド A が 624.32 - 625.52 GHz、バンド Bが 625.12 - 626.32 GHz、バンド Cが 649.12 -
650.32 GHzである。

本講演では SMILESによって観測されたオゾンその他の分布と準二年周期振動 (QBO)の位相との関係について示す。
SMILESが観測を行った期間中、赤道域成層圏では約 20 hPa付近に東風領域がずっと留まっており、その上層の西風シ
アーの強さが半年周期振動 (SAO)の位相によって変動している状況であった。この変動にともなうオゾンなどの微量成
分の緯度高度分布の変動を SMILESはよく捉えていた。2009年 10月や 2010年 4月頃には、西風シアーに伴う子午面循
環によって赤道上の分布が下方にずれた形となり、緯度方向に極大値を二つ持つダブルピーク構造 (オゾンの場合は特に
Randel and Wu (1996)によって ”rabbit-ears”と呼ばれた構造)が明瞭に見られた。いっぽうで 2010年 1月頃には、SAO
の位相が東風となり QBO東風の上層にあった西風シアーが弱まったことを反映して、微量成分分布のダブルピーク構造
も消えていた。SMILES観測においては、月平均値だけでなく日々のマッピングデータでも、このダブルピーク構造の
変遷をはっきりと見てとることができる。また、オゾンの他、HCl、さらにはもっと微量な CH3CNなどにおいても同様
の変動を見ることができた。
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